
 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸地方の向こう１カ月（7／2６～8／2５）の天候予想：【新潟地方気象台 7／24発表】 

◎ 平均気温：高い →期間の前半は気温がかなり高くなる見込み 

◎ 日照時間：並～多い ◎降水量：並→期間のはじめは降水量が少ない状態が続く 

◎ 週別の気温 → １週目（7/26～8/1）は平年より高い確率が 8０％、２週目（8/2～8/8）は 

高い確率が 7０％、３～４週目 (8/9～22）は高い確率が 6０％ 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

コシヒカリの出穂が始まっています。（管内全体のコシヒカリ出穂期：7/2９～8/９（平年比２日

早い）→ 北部地区：7/2９～8/２、中部地区：8/２～8/５、こしじ地区：7/30～8/９） 

下表の刈取適期（予想）を参考に適期収穫に向けた刈取作業計画を立ててください。また、作業

中の事故･熱中症にも注意しながら刈取作業（機械の点検･清掃）の準備を進めてください。 

 
 

品 種 名 出穂期（※は予想） 刈取適期（予想） 積算温度の目安 

ゆきみらい 7月 13日 ～ 7月 22日 8月 17日  ～ 8月 27日 

９７５℃ 

五 百 万 石 7月 14日 ～ 7月 21日 8月 18日  ～ 8月 26日 

わたぼうし 7月 14日 ～ 7月 22日 8月 18日  ～ 8月 27日 

ゆきん子舞 7月 22日 ～ 7月 25日 8月 27日  ～ 8月 31日 

こしいぶき 7月 22日 ～ 7月 27日 8月 27日  ～ 9月 02日 

ゆ き の 精 7月 23日 ～ 7月 25日 8月 29日  ～ 8月 31日 

た か ね 錦 7月 19日 ～ 7月 26日 8月 24日  ～ 9月 01日 

こがねもち 7月 24日 ～ 7月 27日 8月 30日  ～ 9月 04日 
１,０００℃ 

コシヒカリ 7月 29日 ～ 8月 09日※ 9月 06日  ～ 9月 19日 

越 淡 麗 8月 07日 ～ 8月 15日※ 9月 17日  ～ 9月 27日 
1,000～1,050℃ 

千 秋 楽 8月 07日 ～ 8月 17日※ 9月 17日  ～ 9月 29日 

新 之 助 8月 09日 ～ 8月 15日※ 9月 21日  ～ 9月 29日 1,050～1,100℃ 

にじのきらめき 8月 01日 ～ 8月 06日※ 9月 13日  ～ 9月 20日 1,100～1,200℃ 

＊ 刈取適期（予想）：長岡アメダスデータの積算で算出（７月２９日までは本年値、以降は平年値） 

＊ あくまでも目安です。今後の天候やほ場ごとの出穂期・栽培条件 等により前後します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
草丈 

 
茎数 
（ ） 

葉数
（葉） 

葉色 
（ ） 

寺 泊 5/07 110 384 13.4 31.8 

和 島 5/08 098 389 13.0 29.4 

出雲崎 5/05 107 385 13.6 30.7 

与 板 5/11 101 362 13.0 29.9 

三 島 5/05 100 397 13.0 30.1 

越 路 5/12 096 354 13.6 31.2 

5/08 102 376 13.3 30.6 

指標値 5/10 092 360 13.0 33.0 

 

コシヒカリの生育状況（７月３0日調査：調査地点平均値） 

１．登熟期間の水管理 ３．斑点米カメムシ対策 

は  を目安とし

あわせて します。 

  

～ さんとう地区  全域版 ～ 

７月 

 

№11 「 ～刈取予想」  
ＪＡえちご中越 さんとう営農センター         

 TEL：0258（41）2887 令和 7年 7月 31日         

 

～～営農情報のお問い合わせは、お気軽に最寄りの営農センターへ～～ 
次回稲作情報：８月上旬「刈取適期・収穫期対策」（予定） 
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管理を継続することにより、土壌水分を維持しましょう。
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①７月下旬以降も依然として平年より高い気温に加

え、無降雨状態が続いたことで稲体への影響が見受

けられます。 

②２回目穂肥の積極施用により、極端な葉色低下は 

抑えられていますが、依然として「淡い」状態です。 
 

・草丈：指標値比 110％「長い」 

・葉数：指標値差 ＋0.3「一部で追加葉出あり」 

・葉色：指標値差 －2.4「淡い」 

 

 

  

7/30現在、収穫は早まる見込みです！ 



 

 


